
      	          
⾼齢者向けのデイサービスの緑区と南区の施設では、名古屋市から要請を受けて 3 ⽉７⽇
より３⽉２０⽇の２週間休業しました。休業要請のニュースは３⽉６⽇のお昼２時頃にテ
レビの速報で突然流されました。その１時間後くらいに名古屋市から休業要請の FAX が届
きましたが、この時受けたショックは忘れられない出来事になりそうです。 

突然の要請で明⽇からどうすればよいのか⼾惑いは隠せず、休みの間の利⽤者様への対応
はどうすればよいのか？ テレビの報道が突然で有ったため、少し時間が経って FAX が届
いた頃から、やっと現実として捉えることが出来ました。その後、直ぐに利⽤者様のケア
マネジャー様と連携を取りながら、利⽤者様への連絡に追われることになりました。 

利⽤者様の中には、⼊浴や⾷事が⾃⼒で出来ない⽅も多く、内科疾患や整形疾患のために
定期的な運動が必要な⽅も⼤勢おみえになられます。利⽤者様からも「２週間どうやって
⾃宅で⽣活すればよいのか？」お困りの声を多く頂きました。そのような声を聞くこと
で、我々若⽥プロモーションの活動が（⾼齢者向けのデイサービスや障害児童のデイサー
ビス）地域の⽅から本当に必要とされると⾔う事を改めて感じることが出来ました。 

デイサービスの休業中は、利⽤者様のご⾃宅を⼀軒⼀軒伺いました。出来る限り必要なサ
ービスを提供することが出来ました。そして、休業要請の２週間が過ぎた後、無事に営業
を始めることが出来ました。その後はクラスターとなったデイサービス以外では新たな感
染者が出ていないことから２週間の休業はとても価値があったと思われます。 

今後もデイサービスで感染者を作らないように感染予防対策を強化して参ります。 
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